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〈お願い〉　住所（住居表示変更含む）や家族の変更がありましたら、本部までご連絡ください。

４
月
号

川
崎
医
療
生
協
の
職
員
・
組
合
員
が
行
動

青い空
の
こ
と
で
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
観
客

が
少
な
く
な
っ
た
う
え
、
動

画
配
信
の
拡
大
や
高
齢
者
が

多
く
を
占
め
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
ホ
ー
ル
の
維
持
が
難

し
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

岩
波
ホ
ー
ル
は
数
年
前
に
50

周
年
を
迎
え
、
私
も
40
数
年

近
く
「
エ
キ
プ
・
ド
・
シ
ネ

マ
の
会
」
の
会
員
に
な
り
、

岩
波
ホ
ー
ル
の
映
画
を
中
心

に
鑑
賞
、
私
に
と
っ
て
は
仕

事
と
親
の
介
護
の
生
活
の
な

か
、
日
曜
日
の
岩
波
ホ
ー
ル

で
映
画
と
向
き
合
う
時
間
は

心
の
糧
と
な
っ
て
い
ま
し
た

▼
世
界
の
動
き
の
中
で
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
ワ

イ
ダ
監
督
の「
大
理
石
の
男
」

や
「
ワ
レ
サ　

連
帯
の
男
」、

近
年
で
は
「
マ
ル
ク
ス
・
エ

ン
ゲ
ル
ス
」、
イ
ラ
ン
の
少

女
更
生
施
設
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
「
少
女
は
夜
明
け
に

夢
を
み
る
」
等
々
、
心
を
捉

え
ら
れ
た
作
品
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
▼
日
本
は
芸
術
・
文
化
へ

の
国
の
援
助
が
貧
し
く
、
コ

ロ
ナ
禍
で
映
画
館
や
劇
場
は

経
営
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
人
間
が
生
き
て
い
く
た

め
に
芸
術
・
文
化
が
い
か
に

大
切
な
も
の
な
の
か
、
政
治

が
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
責

任
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

編
集
委
員
二
瓶
佳
子

　

１
月
半
ば
、
神

田
の
岩
波
ホ
ー
ル

が
７
月
に
閉
館
す

る
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
に
ふ
れ
、
突
然

川
崎
医
療
生
協
と

し
て
の
活
動
方
針

　

３
月
19
日
に
行
わ
れ
た
川
崎

医
療
生
協
理
事
会
で
は
、
２
月

28
日
に
職
員
有
志
ら
に
よ
り
出

さ
れ
た
抗
議
文
を
理
事
会
と
し

て
も
承
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
方
針
と
し
て
は
、

ユ
ニ
セ
フ
の
行
っ
て
い
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
人
道
支
援
の
た
め

の
募
金
活
動
へ
の
協
力
と
、
病

院
・
診
療
所
、
各
事
業
所
で
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
掲
示
、
そ
し

て
、そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
で
き
る

時
間
帯
に
10
分
間
の
ス
タ
ン
デ

ィ
ン
グ
行
動
を
し
て
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
る
意
思
表
示
す
る
こ
と

を
提
起
し
ま
し
た
。

　

２
月
24
日
か
ら
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
、
何
の
罪
も
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
民
の
命
と
生
活
を
奪
い
去
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
川
崎
市
に
も
36
人
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
（
２
０
２
２
年
２
月
末
）。
人
類
の
生
命
と
健
康
を
破
壊
す
る
一
切
の
戦
争
に
反
対
し
て
い
る

川
崎
医
療
生
協
は
、
２
月
28
日
に
理
事
長
を
は
じ
め
と
し
た
職
員
有
志
と
労
働
組
合
の
連
名
で
抗
議

文
を
出
し
、各
事
業
所
や
組
合
員
が
、即
時
に
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
を
や
め
る
よ
う
に
訴
え
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
に
強
く
抗
議
! !

古
向
支
部
橋
本
む
ら
を

絵
手
紙

2022年３月
川崎医療生活協同組合理事会
　定款第54条に基づき、以下の日程、
議題で通常総代会を開催します。
※ 開催場所や方法については、新型
コロナウイルス感染症の影響も考
え、規定の範囲内で変更する場合
があります。
日時　2022年６月25日（土）
　　　午後１時30分～午後５時
場所　サンピアンかわさき
　　　（川崎市立労働会館）大ホール
　　　 川崎市川崎区富士見2-5-2
議案
第１号議案　 2021年度活動報告・事

業報告及び決算関係書
類等承認の件（注：20
21年度決算処分案、監
査報告を含む）

第２号議案　 2022年度活動方針・事業
計画及び予算決定の件

第３号議案　役員報酬決定の件
第４号議案　役員選任の件
第５号議案　議案決議効力発生の件
総代選挙の公示
（３月10日　選挙管理委員会）

選挙区 定数 選挙区 定数
大師地区 35 協同地区 54
小田地区 27 幸・中原地区 41
高津・宮前地区 38 多摩・麻生地区 38
職域地区 17

　定款第45条、46条、49条及び支部
規定、総代選挙規約により、支部総
会で総代の選挙を行います。 写真① 協同ふじさきクリニック前で行った　スタンディング行動

写真② セツルの職員の手作りバッチ

写真③ 久地診療所所長も抗議

川崎市には川崎市には

ウクライナ人ウクライナ人
36人在住36人在住

各
事
業
所
で

抗
議
の
声
が

　

３
月
11
日
と
18
日
に
は
、
川

崎
協
同
病
院
と
協
同
ふ
じ
さ
き

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
玄
関
前
で
、
ロ

シ
ア
の
軍
事
行
動
に
反
対
す
る

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
が
職
員

を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
（
写

真
①
）。
川
崎
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

診
療
所
や
久
地
診
療
所
で
は
手

作
り
の
バ
ッ
チ
（
写
真
②
・
③
）

を
作
成
し
、
職
員
が
胸
元
や
腕

に
つ
け
て
抗
議
の
意
を
表
し
て

い
ま
す
。

海
外
に
住
む

職
員
家
族
が
支
援

　

原
弘
明
元
理
事
長
の
長
女

で
、
音
楽
家
の
原
ハ
ー
ゼ
ル
シ

ュ
タ
イ
ナ
ー
麻
理
子
さ
ん
は
、

現
在
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
イ
ー

ン
に
家
族
と
と
も
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
４

４
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
ウ

イ
ー
ン
に
も
多
く
の
難
民
が
到

着
し
て
い
て
、
麻
理
子
さ
ん
の

家
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の

音
楽
家
の
母
子
を
受
け
入
れ
た

り
、
義
父
母
は
マ
ン
シ
ョ
ン
を

ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
に
開
放
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

麻
理
子
さ
ん
は
「
ロ
シ
ア
の

侵
略
反
対
を
言
う
だ
け
で
は
ダ

メ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
救
援
の

ア
ク
シ
ョ
ン
の
時
。
日
本
で
も

ロ
シ
ア
の
侵
略
を
止
め
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
支
援
の
行
動
、
支
援
募

金
・
物
資
の
運
動
が
必
要
」
と

訴
え
て
い
ま
す
。

第73回通常総代会のお知らせ第73回通常総代会のお知らせ

ロシアによるウクライナへの侵略・軍事行動に強く抗議します。
ウクライナの人々に、安全で健康な日常が、
一刻も早く回復されるよう、平和的な手段による
問題解決に向けて、日本、そして世界の国々が、
一致団結して行動することを求めます。
　残念ながら、現代社会においても、戦争の災禍は世界のいたるところで、やむことな
く続いています。国際社会は一致してその撲滅を願い、十分とは言えぬものの、共通のルー
ルや原則を確立して、それらが尊重されるべく、不断の努力を重ねてきました。一方的
な現状変更によって自らの要求を押し通す、この度のロシアの行動は、それらの努力を
踏みにじり、成果を蔑ろにする暴挙であり、決して許されるものではありません。
　平和憲法を高く掲げる国家としての矜持をもって、日本政府は、あくまでも非軍事的
な手段による問題解決に向けた行動と、世界に向けた発信を続けてください。
　私たち川崎医療生協は、全日本民主医療機関連合会（以下、民医連）と日本医療福祉
生活協同組合連合会（以下、医福連）に加盟し、その理念の実現を目指しています。民
医連綱領は、「人類の生命と健康を破壊する一切の戦争政策に反対し、核兵器をなくし、
平和と環境を守ります」と謳い、医福連の理念は「健康をつくる、平和をつくる、いの
ち輝く社会をつくる」と謳っています。
　命と健康を脅かすものは、コロナをはじめとする「病気」ばかりではありません。戦
争こそが、最大の脅威に他なりません。
　平和憲法の下で人々のいのちと健康を守ることを任務とする、すべての医療・介護従
事者にとって、戦争を忌避し、平和を希求することは、譲ることのできない基本姿勢です。
　多くの医療人及び関係する組織・団体が、この問題に関心を持ち、反戦・平和的解決
に向けた声を上げることを呼びかけます。
　また、戦争のない世界の実現に向けて、国益や個別の利益を超えた、国際社会の団結
と粘り強い対応を望みます。

2022 年 3 月 19 日　川崎医療生活協同組合　理事会



問い合わせ先　☎070-1444-8687　生活相談員まで

☎044‒533‒1223

☎044‒820‒0331☎044‒355‒6395 ☎044‒287‒7510

☎044‒299‒4780 ☎044‒266‒5759

☎044‒287‒7390

レインボーの家 上平間
川崎大師町

空きあります 入居者募集中

（２）２０２２年４月１日 第６６８号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

七
福
神
め
ぐ
り
で

ご
利
益
を
（
中
原
区
）

こ
ん
な
川
崎

　
　
こ
れ
も
川
崎

シリーズ

第32回
シリーズ

第32回

　
「
七
福
神
め
ぐ
り
」
は
、
１

年
の
幸
福
を
願
う
行
事
と
し
て

１
９
８
３
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
本
来
は
正
月
の
松
の
う
ち

に
回
る
も
の
で
す
が
、
境
内
の

花
に
季
節
を
感
じ
な
が
ら
１
年

中
楽
し
め
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ

ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

御
朱
印
を
楽
し
み
に
歩
く
人
も

い
ま
す
。

　

回
る
順
序
は
特
に
決
ま
っ
て

は
い
ま
せ
ん
が
、
安あ

ん

養よ
う

寺じ

か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
と
効
率
よ
く
回

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
全
行
程

は
約
11
キ
ロ
の
道
の
り
に
な
り

ま
す
。福

禄
寿
か
ら

  
ス
タ
ー
ト

　

Ｊ
Ｒ
南
武
線
武
蔵
新
城
駅
か

ら
出
発
し
て
、
安
養
寺
（
中
原

区
上
新
城
１
―

９
―

５
）
ま
で
徒

歩
で
約
６
分
。
こ
こ
に
は
七
福

神
の
ひ
と
つ
福
禄
寿
が
あ
り
ま

　

東
西
に
約
31
㎞
、
南
北
に
約
19
㎞
。
東
京
と
横
浜
に
挟
ま
れ

た
東
西
に
細
長
い
川
崎
市
は
、
内
陸
の
北
側
と
海
側
の
南
で
は

街
の
風
景
も
か
な
り
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
川
崎
の
知
ら
れ
ざ
る

見
ど
こ
ろ
の
な
か
で
、
今
回
は
中
原
区
内
に
古
く
か
ら
あ
る
７

つ
の
お
寺
と
そ
こ
に
あ
る
七
福
神
を
め
ぐ
る
散
歩
コ
ー
ス
を
紹

介
し
ま
す
。

小
杉
支
部　

小
林
映
子

す
。
大
日
如
来
が
本
尊
の
安
養

寺
は
、
関
東
大
震
災
後
に
本
堂

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
り
に
な
り

ま
し
た
。
福
禄
寿
は
入
口
の
と

こ
ろ
に
立
っ
て
い
ま
す
。

弁
財
天

　

次
は
弁
財
天
の
い
る
宝ほ

う

蔵ぞ
う

寺じ

（
中
原
区
上
小
田
中
１
―

４
―

13
）

で
す
。
こ
の
お
寺
に
は
、
歴
史

の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
山
門
と

素
朴
な
本
堂
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
山
門
の
と
こ
ろ
に
弁
財
天
が

立
っ
て
い
ま
す
。

毘
沙
門
天

　

宝
蔵
寺
の
後
は
東と

う

樹じ
ゅ

院い
ん

多た

聞も
ん

寺じ

（
中
原
区
宮
内
１
―

11
―

１
）

で
す
。
毘
沙
門
天
は
長
禄
（
１

４
５
７
―

１
４
６
０
年
）
の
昔
、

こ
の
地
の
豪
族
が
発
見
し
た
由

緒
あ
る
も
の
で
、
今
は
山
門
脇

の
お
堂
の
中
に
あ
り
ま
す
。

大
黒
天

　

毘
沙
門
天
を
見
た
後
は
西さ

い

明み
ょ
う

寺じ

（
中
原
区
小
杉
御
殿
町
１
―

９
０
６
）
に
行
き
ま
す
。
こ
こ

は
、
中
原
街
道
沿
い
の
北
条
氏

と
徳
川
家
ゆ
か
り
の
お
寺
で

す
。
大
黒
天
は
江
戸
時
代
の
も

の
で
、
境
内
の
中
に
立
っ
て
い

ま
す
。恵

比
寿
神

　

恵
比
寿
神
が
い
る
の
は
大だ

い

楽ら
く

院い
ん

（
中
原
区
上
丸
子
八
幡
町
１

５
２
２
）
で
す
。
こ
の
お
寺
は

奈
良
県
長
谷
寺
の
直
轄
寺
院

で
、
本
堂
内
の
釈
迦
如
来
像
は

川
崎
市
の
指
定
文
化
財
に
な
っ

て
い
ま
す
。
境
内
に
恵
比
寿
堂

が
立
っ
て
い
ま
す
。

寿
老
神

　

寿
老
神
が
い
る
の
は
無む

量り
ょ
う

寺じ

（
中
原
区
中
丸
子
４
９
８
）
で

す
。
茶
室
風
の
腰
か
け
で
休
憩

す
る
こ
と
が
で
き
、
境
内
に
寿

老
神
が
立
っ
て
い
ま
す
。

布
袋
尊

　

最
後
は
布
袋
尊
の
大だ

い

楽ら
く

寺じ

（
中
原
区
木
月
４
―
２
―
32
）で
す
。

　

境
内
に
あ
る
三
重
の
塔
は
目

を
引
き
ま
す
。
境
内
に
布
袋
尊

が
立
っ
て
い
ま
す
。
境
内
に
大

楽
幼
稚
園
の
園
庭
で
も
あ
る
の

で
、
訪
ね
る
と
き
に
配
慮
が
必

要
で
す
。

突然変異と遺伝子の発見第16回

生命科学の歴史 人間の過去・現在・未来

ショウジョウバエの染色体

ここからスタート

唯一女性の神様

ニコニコ顔の布袋尊

お堂の中に恵比寿様

　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
理
論
は
「
生

物
は
微
少
な
変
異
が
蓄
積
し
て

新
種
が
生
じ
、
自
然
選
択
に
よ

っ
て
進
化
す
る
」
と
の
考
え
で

し
た
。
こ
の
説
に
懐
疑
的
だ
っ

た
オ
ラ
ン
ダ
の
植
物
学
者
ド
・

フ
リ
ー
ス
（
１
８
４
８
―

１
９

３
５
）
は
パ
ン
ゲ
ン
と
名
づ
け

た
仮
想
的
粒
子
が
細
胞
の
核
の

中
に
あ
り
、
こ
れ
が
遺
伝
の
担

い
手
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

こ
の
パ
ン
ゲ
ン
が
変
化
す
る
と

子
孫
に
伝
わ
り
新
し
い
種
が
生

ま
れ
る
と
考
え
、
こ
の
変
化
を

突
然
変
異
と
な
づ
け
、
１
９
０

１
年
に
「
突
然
変
異
論
」
と
し

て
発
表
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
遺
伝
学
者
モ
ー

ガ
ン
（
１
８
６
６
―

１
９
４
５
）

は
メ
ン
デ
ル
の
遺
伝
の
法
則
に

疑
い
を
持
ち
ネ
ズ
ミ
で
実
験
し

て
み
ま
し
た
が
、
メ
ン
デ
ル
の

法
則
ど
う
り
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
ド
・

フ
リ
ー
ス
の
突
然
変
異
論
が
出

　

昨
年
の
８
月
か
ら
、
学
校
に

行
か
な
い
・
行
け
な
い
子
の
親

が
交
流
す
る
場
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
「
ぷ
れ
ー
ん
」
は
、
神

戸
大
学
名
誉
教
授
の
広
木
克
行

さ
ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、
公

開
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
４
月
24

日
に
開
催
し
ま
す
。

　

公
開
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と

は
、
相
談
し
た
い
人
の
中
か
ら

何
人
か
選
出
し
て
、
広
木
さ
ん

に
、
自
分
の
子
ど
も
の
事
や
自

分
自
身
の
こ
と
を
相
談
し
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
し
て
、
会
場
に
参
加
し
て
い

る
人
た
ち
は
、
そ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
参
考
に
し
て
、
子
ど
も
へ

の
接
し
方
や
、
子
ど
も
へ
の
向

版
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
１
９
０

２
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
生
物
学

者
サ
ッ
ト
ン
（
１
８
７
７
―

１

９
１
６
）
が
染
色
体
が
遺
伝
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
て

い
ま
す
（
染
色
体
説
）。

き
合
い
方
を
考
え
る
形
式
で
す
。

　

時
間
に
制
限
が
あ
る
の
で
、

相
談
で
き
る
人
は
４
人
く
ら
い

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
相
談
希

観
察
し
や
す
い
と
考
え
た
の
で

す
。
飼
育
を
始
め
て
１
年
後
、

白
い
目
の
オ
ス
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
こ
の
オ
ス
の
交
配
実
験

を
続
け
ま
し
た
が
、
や
は
り
メ

ン
デ
ル
の
法
則
に
は
従
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
後
85
の
突
然

変
異
が
発
見
さ
れ
、
染
色
体
の

特
定
の
場
所
と
の
対
応
が
研
究

さ
れ
、
１
９
１
５
年
に
「
キ
イ

ロ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
の
染
色

体
地
図
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
１
９
２
６
年
に
『
遺
伝

子
説
』
を
発
表
し
、
近
代
遺
伝

学
の
基
礎
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

遺
伝
物
質
を
、
メ
ン
デ
ル
は

エ
レ
メ
ン
ト
、
ド
・
フ
リ
ー
ス

は
パ
ン
ゲ
ン
と
呼
び
ま
し
た

が
、
１
９
０
９
年
に
デ
ン
マ
ー

ク
の
遺
伝
学
者
ヨ
ハ
ン
ゼ
ン

（
１
８
５
７
―

１
９
２
７
）
が
、

遺
伝
子
（
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
、ジ
ー
ン
）

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
と
、
以
後

こ
の
言
葉
が
一
般
的
に
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

モ
ー
ガ
ン
は
１
９
０
８
年
に

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
を
用
い
た

実
験
で
突
然
変
異
の
研
究
を
始

め
ま
し
た
。
こ
の
ハ
エ
は
、
一

度
に
沢
山
の
子
を
産
み
、
世
代

交
代
も
早
い
の
で
突
然
変
異
を

望
、
ま
た
は
聴
講
を
希
望
す
る

場
合
は
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進

部
（
左
記
）
ま
で
お
電
話
く
だ

さ
い
。

協同ふじさきクリニック　所長　桑島 政臣

公 開 開
催

主催 ぷれーん 不登校を考える親の会in川崎区
カウンセリングカウンセリング

公開カウンセリング

日時　４月24日（日）午後１時30分～４時
場所　川崎市教育文化会館第５会議室
　　　　　　（川崎区富士見２‒１‒３）
参加費　300円
問い合わせ申込みは　℡090‒6706‒5454
 健康まちづくり推進部 しろたに まで

広木 克行
1945年、樺太生まれ東京都立大学卒
東京大学大学院博士課程単位取得、
教育行政学専攻、長崎総合科学大学
教授、神戸大学教授を経て大阪千代
田短期大学学長、神戸大学名誉教授。
不登校・登校拒否を考える親の会相
談員。主な著者は「子どもは『育ち直
し』の名人」「子どもが教えてくれた
こと」「人が育つ条件」
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く ら し ・ 社 会
　

世
界
中
を
長
い
間
覆
っ
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
収
束
に
向
か
わ
な
い
か
ぎ

り
、
こ
れ
を
し
の
ぐ
国
際
的

な
事
件
は
な
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
う
と

ん
で
も
な
い
事
件
が
起
き
、

残
念
な
が
ら
毎
日
こ
の
ニ
ュ

ー
ス
が
報
道
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
破

壊
さ
れ
る
町
、
傷
つ
き
殺
さ

れ
る
人
。
こ
う
し
た
映
像
を

た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
何
も

で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
と
つ

ら
さ
を
感
じ
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
模
索
し

て
い
る
日
本
人
は
多
い
で
し

ょ
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
日
本
も
核

兵
器
を
ア
メ
リ
カ
と
共
有
す

べ
き
だ
と
す
ぐ
さ
ま
言
い
出

す
政
治
家
も
い
ま
し
た
。
安

全
保
障
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
出
す
こ
と
に
異
論

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
の
に

は
優
先
順
位
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
の
核
共

有
論
の
持
ち
出
し
は
、
近
く

で
火
事
に
遭
い
焼
け
出
さ
れ

て
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
の

に
、
ま
っ
さ
き
に
自
分
の
家

の
火
災
保
険
を
見
直
そ
う
と

あ
わ
て
る
よ
う
で
恥
ず
か
し

い
限
り
で
す
。

　

市
民
レ
ベ
ル
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
横
浜
市
を
拠
点
に
音
楽

活
動
を
す
る
女
性
ヴ
ォ
ー
カ

ル
３
人
組
の
横
濱
シ
ス
タ
ー

ズ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
歌

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
滅
び
ず
」

の
動
画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
支
援

の
気
持
ち
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

Ｒ
＆
Ｂ
、
昭
和
歌
謡
、
ア

メ
リ
カ
ン
・
オ
ー
ル
デ
ィ
ー

ズ
な
ど
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ

ー
を
も
つ
横
濱
シ
ス
タ
ー
ズ

は
、
世
界
の
国
歌
を
う
た
う

企
画
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し

て
い
て
、
こ
れ
ま
で
34
ヵ
国

の
国
歌
を
動
画
に
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
歌
に
つ
い

て
は
、
一
昨
年
横
浜
市
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
オ
デ
ッ
サ
市
が

姉
妹
都
市
提
携
55
周
年
を
迎

え
た
の
を
機
に
レ
パ
ー
ト
リ

ー
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
し

か
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
発
音

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
え
る

人
が
み
つ
か
ら
ず
ア
ッ
プ
を

保
留
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ロ

シ
ア
侵
攻
が
予
測
さ
れ
た
た

め
「
今
届
け
な
く
て
は
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
に
ぜ
ひ
き

い
て
も
ら
い
た
い
」
と
急

遽
２
月
15
日
に
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
オ
デ
ッ
サ
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
が
と
り
あ

げ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
広
ま

り
３
月
28
日
現
在
で
約
60
万

回
も
再
生
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
メ
ン
ト
も
相
次

ぎ
「
今
、
真
っ
暗
な
地
下

で
動
画
を
み
て
い
ま
す
。
光

が
な
い
の
で
あ
な
た
た
ち
の

歌
が
光
の
代
わ
り
で
す
」

「
ほ
か
の
国
の
人
が
歌
っ
て

く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」

な
ど
の
言
葉
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
届
き
ま
し
た
。
「
コ
メ

ン
ト
を
読
ん
で
い
る
と
つ
ら

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

と
、
リ
ー
ダ
ー
の
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ｏ

さ
ん
は
言
い
ま
す
が
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
民
謡
も
続
け
て
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。

　

横
浜
市
と
の
関
係
で
は
、

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
芸
術
協
会

が
、
昨
年
末
横
浜
市
で
開
か

れ
た
「
横
浜
オ
デ
ッ
サ
姉

妹
都
市
提
携
55
周
年
記
念
ガ

ラ
コ
ン
サ
ー
ト
〈
オ
レ
グ
・

シリーズコラム

⑳ ウクライナへ

コロナコロナのの風風

ク
リ
サ
＆
フ
レ
ン
ズ
〉」（
同

協
会
主
催
）
の
動
画
を
支
援

者
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
販

売
。
集
ま
っ
た
お
金
は
経
費

な
ど
取
ら
ず
そ
の
ま
ま
国
際

Ｎ
Ｇ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
送
り
、
現
地
で
の

医
療
品
や
必
要
物
資
に
あ
て

て
い
ま
す
。

　

同
協
会
代
表
で
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
澤
田
智
恵
さ
ん

に
よ
る
と
、
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
く
劇
場
も
爆
撃
の
被
害
を

受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
黒

海
沿
岸
の
風
光
明
媚
な
港
湾

都
市
オ
デ
ッ
サ
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
第
三
の
都
市
で
「
次

は
オ
デ
ッ
サ
が
標
的
か
」

と
心
配
さ
れ
ま
す
。
拡
大
す

る
被
害
を
見
る
の
は
辛
い
で

す
が
目
を
背
け
ず
、
少
し
で

も
で
き
る
支
援
の
方
法
を
模

索
し
た
い
も
の
で
す
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　川

井
龍
介

川崎協同病院栄養科　管理栄養士　南 明日香
☆新ジャガイモと魚のポテトグラタン☆

魚・海鮮を食べよう！①
からだにやさしい料理   第37回  

【材料】（２人分）
・カジキ   大きめ1切れ(180g)
・玉ねぎ  1/2量(120g)
・新ジャガイモ  2個(180g)
・塩  少々
・胡椒  少々
・油  小さじ1強(6ｇ)
・カレー粉  小さじ1/4(0.3ｇ)
・マヨネーズ  大さじ5　1/2(66ｇ)
・パン粉  適量(大さじ２.6ｇ)
・粉チーズ  適量(大さじ1、6ｇ)
・乾燥パセリ  少々 １人分　500kcal.　タンパク質　20ｇ　塩分1.2ｇ

【作り方】
❶  カジキは一口大に切り、塩・胡椒する。
❷ 玉ねぎは薄切りにする。
❸  新ジャガイモは茹で、皮を剥いてつぶし、マヨネーズを混ぜておく。
❹  鍋に油を熱し、玉ねぎをしんなりするまでよく炒め、❶を加える。
さらにカジキにある程度火が通ったら、カレー粉を加えてさらに
炒めて、カジキの中まで火を通す。

❺ ❸と❹を混ぜ合わせる。油を塗った耐熱皿2皿に半量ずつ入れ、
パン粉・粉チーズ・乾燥パセリをふり、天板に並べて200度くらい
のオーブンで5～8分、表面に焼き色がつく程度まで焼いたら完成。

（オーブンではなくパン用トースターで、表面に焼き目がつくまで焼
いてもよし）

♥一口メモ
　魚は、タラ(骨・皮なし)でも美味しく仕上がります。
タラのように身が崩れやすい魚の場合は、④の魚を
炒める際、魚に余り触れないこと。また、ジャガイ
モと混ぜる時もへらで大きく混ぜるか、魚のみ先に
耐熱皿に取り分けて、玉ねぎとジャガイモのみで混
ぜ合わせたものを耐熱皿に盛ることをお勧めします。

支部 月日（曜日） 会場 開始時間

大師東 ５／２（月）川崎大師ガーデニア会議室 10：00

大師レインボー ５／２（月） 川崎区田町山田宅隣家 14：30

南大師 ５／12（木） 大師　組合員ルーム 10：00

大師中央 ４／30（土）レインボーの家川崎大師４階 11：30

大師フレンド ５／７（土） はたや旭町事務所 10：00

藤崎北 ４／26（火）ふじさきクリニック組合員ルーム 12：30

藤崎南 ５／10（火）ふじさきクリニック組合員ルーム 10：00

観　音 ５／12（木）ふじさきクリニック組合員ルーム 10：00

池上新町 ４／21（木）ふじさきクリニック組合員ルーム 10：00

桜　本 ４／20（水）ふじさきクリニック組合員ルーム 10：00

大　島 ４／22（金）ふじさきクリニック組合員ルーム 10：00

浜　町 ４／18（月）ふじさきクリニック組合員ルーム 10：00

渡　田 ４／27（水）ふじさきクリニック組合員ルーム 10：00

小　田 ５／14（土）組合員ルーム（コスモスルーム）10：00

東小田 ４／23（土）組合員ルーム（コスモスルーム）14：00

浅　田 ５／２（月）組合員ルーム（コスモスルーム）13：30

京　町 ４／13（水）組合員ルーム（コスモスルーム）10：00

川崎駅前 ４／16（土） くらしの相談センター 10：00

御　幸 ４／23（土） 御幸集会所 13：00

南河原 ５／７（土） ひだまり 10：30

古　向 ４／21（木）川崎セツルメント診療所３階 10：00

新川崎 ４／23（土）メディホープなかはらビル３階会議室 12：30

日　吉 ４／23（土） 日吉事務所 14：00

玉　川 ４／18（月） 上平間第３町内会館 10：00

住　吉 ４／23（土） ルーム３色すみれ 10：00

小　杉 ４／30（土） ルーム３色すみれ 13：00

たかつ ５／13（金） 久地診組合員ルーム 10：00

宮　前 ４／23（土）市営南平住宅第１集会所 14：00

橘 ４／11（月） プラザ橘 10：00

溝の口 ５／７（土） ほっとルーム 13：30

長尾堰 ４／23（土）久地診療所組合員ルーム 10：00

宿河原 ４／10（日） 久地診療所会議室 10：00

多　摩 ４／23（土） 久地診療所会議室 10：00

麻生北 ４／27（水）あさお診療所組合員ルーム 14：00

麻生南 ４／21（木）あさお診療所組合員ルーム 14：00

※新型コロナウイルスの関係で日程や場所を変更する場合があります。

支部総会日程

ウクライナ国家をうたう横濱シスターズ
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ひとりじゃないひとりじゃない
ここにここに

医療生協がある医療生協がある

ら
、
川
崎
市
で
は
ど
の
よ
う
な

方
法
で
接
種
が
で
き
る
の
か
を

表
に
し
て
、
住
民
に
情
報
発
信

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合

員
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
ワ
ク
チ

ン
接
種
申
し
込
み
を
代
行
し
ま

し
た
。

　

協
同
地
域
で
は
「（
電
話
に

よ
る
）
声
の
お
元
気
で
す
か
訪

問
」
で
つ
な
が
っ
た
人
た
ち
を

訪
問
し
、
医
療
生
協
の
つ
な
が

り
を
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

２
０
２
１
年
２
月
か
ら
協
同

ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
駐
車
場

で
開
催
し
て
い
る
「
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
＆
生
活
・
医
療
・
介

護
相
談
」
は
、
12
月
ま
で
に
合

計
10
回
開
催
し
延
べ
７
２
４
人

に
食
糧
を
配
付
し
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
川
崎
か
ら
は
じ
ゃ
が
い
も
の

提
供
も
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
は
、

坂
戸
診
療
所
の
近
隣
で
、
生
活

ク
ラ
ブ
た
か
つ
デ
ポ
ー
と
の
合

同
で
「
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
＆

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
を
毎
月
開

法
人
全
体
の
１
月
時
点
で
の
補

助
金
申
請
額
は
15
億
７
０
６
６

万
円
で
、
す
で
に
そ
の
一
部
は

入
金
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
補
助
金
は
、
経
営
実
態
を
正

し
く
判
断
す
る
た
め
に
、
年
度

末
に
一
括
し
て
計
上
し
ま
す
。

財
政
状
況

　

総
資
産
は
74
億
２
６
５
０
万

円
で
、
期
首
よ
り
７
億
３
８
２

万
円
増
加
し
ま
し
た
。
主
に
コ

ロ
ナ
補
助
金
入
金
等
に
よ
る
普

通
預
金
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

金
融
機
関
等
の
借
入
金
残
高
は

12
億
８
千
万
円
で
、
長
期
借
入

金
は
期
首
よ
り
１
億
３
４
４
５

万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
純
資

産
（
出
資
金
や
利
益
剰
余
金
）

は
19
億
６
１
６
６
万
円
で
、
期

首
よ
り
９
７
５
万
円
増
加
し
ま

し
た
。
出
資
金
残
高
は
15
億
８

６
８
３
万
円
で
、
累
計
１
５
６

６
万
円
の
純
増
で
し
た
。
純
資

産
の
増
加
は
主
に
出
資
金
増
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

現
預
金
残
高
は
20
億
９
６
４

０
万
円
で
月
商
倍
率
３
・
５
倍

で
す
。
福
祉
医
療
機
構
か
ら
の

６
・
８
億
円
の
借
入
を
除
い
た

月
商
倍
率
は
２
・
４
倍
（
基
準

は
１
・
０
倍
、
６
億
円
以
上
）

で
す
。

中
長
期
事
業

計
画
づ
く
り

　

２
０
２
１
年
12
月
に
理
事
、

役
員
、
職
員
管
理
者
の
参
加
で

「
２
０
２
２
中
長
期
事
業
計
画

大
綱
」
を
討
議
し
確
認
し
ま
し

た
。
今
後
10
年
間
の
「
事
業
計

画
」「
経
営
計
画
」「
職
員
の
育

成
と
確
保
」「
生
協
運
動
」「
社

保
運
動
」
の
５
項
目
に
つ
い
て

総
論
と
各
論
に
分
け
て
提
起
し

ま
し
た
。

　

こ
の
大
綱
を
ベ
ー
ス
に
次
期

総
代
会
に
「
２
０
２
２
中
長
期

事
業
計
画
」
を
提
案
す
る
予
定

で
す
。

８
８
万
円
の
赤
字
で
す
。
法
人

と
し
て
「
樹
の
丘
対
策
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
会
議
」
を
設
置
し
経
営

改
善
に
と
り
く
み
、
11
月
以
降

は
ベ
ッ
ド
稼
働
数
が
目
標
を
超

え
、
12
月
は
事
業
収
益
目
標
を

超
過
達
成
す
る
等
、
成
果
が
表

れ
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
療
養
の
質
の
向
上
や
、
関

連
施
設
と
の
連
携
強
化
、
入
退

所
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
し
、

ベ
ッ
ド
稼
働
目
標
を
維
持
し
、

費
用
の
圧
縮
を
目
指
し
ま
す
。

償
却
前
利
益
率
を

指
標
に

　

２
０
２
１
年
度
は
償
却
前
利

益
率
（
事
業
収
益
に
占
め
る
経

常
利
益
と
減
価
償
却
費
の
割

合
）
を
資
金
獲
得
力
を
表
す
指

標
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。
２
０

２
２
年
度
以
降
、
最
低
限
達
成

す
べ
き
目
標
は
法
人
全
体
で

６
・
１
％
以
上
（
病
院
３
・
２

％
以
上
、
診
療
所
群
と
介
護
事

業
所
群
で
10
％
以
上
）
で
す
。

２
０
２
１
年
度
は
１
月
時
点
の

償
却
前
利
益
率
は
法
人
全
体
で

２
・
１
％
で
あ
り
、
目
標
を
超

過
達
成
し
て
い
る
の
は
、
あ
さ

お
診
療
所
と
生
協
歯
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
み
で
し
た
。
協
同
病
院

は
▲
０
・
３
％
、
老
健
樹
の
丘

を
含
む
介
護
事
業
所
群
は
▲

２
・
０
％
と
事
業
で
資
金
が
流

出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

コ
ロ
ナ
補
助
金

　

補
助
金
は
主
に
、
コ
ロ
ナ
感

染
で
入
院
す
る
患
者
用
の
ベ
ッ

ド
を
空
け
て
準
備
す
る
医
療
機

関
に
支
払
わ
れ
る「
空
床
補
償
」

と
、
治
療
を
行
っ
た
場
合
に
高

い
診
療
報
酬
が
つ
く
「
特
例
加

算
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、

発
熱
外
来
や
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
行
う
事
業
所
に
も
実
績

に
応
じ
た
補
助
金
が
あ
り
、
２

０
２
２
年
３
月
ま
で
支
給
さ
れ

る
こ
と
が
確
定
し
て
い
ま
す
。

す
。
新
た
な
と
り
く
み
で
担
い

手
づ
く
り
や
新
規
加
入
が
あ
る

一
方
、
脱
退
と
減
資
も
多
く
、

年
度
累
計
で
は
加
入
が
42
人
の

純
減
、
出
資
金
は
１
５
６
６
万

円
の
純
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
医
療
生
協
組
合
員
の
仲
間

を
増
や
す
こ
と
は
私
た
ち
の
事

業
の
根
幹
で
あ
り
、
次
年
度
へ

の
課
題
で
す
。

２
０
２
１
年
度

事
業
活
動
の
特
徴

１
月
ま
で
の
経
営
成
績

　

４
月
〜
１
月
ま
で
の
累
計
の

経
常
利
益
は
▲
４
４
４
９
万
円

の
赤
字
で
す
（
コ
ロ
ナ
補
助
金

を
含
め
る
と
13
億
８
０
６
３
万

円
の
黒
字
で
す
）。
予
算
差
は

▲
１
億
９
０
０
３
万
円
の
未
達

成
で
し
た
。
前
年
比
で
は
４
億

６
９
０
４
万
円
上
回
り
ま
し

た
。
予
算
未
達
成
の
主
な
要
因

は
、
予
算
よ
り
も
人
件
費
が
増

え
た
こ
と
と
、
入
院
収
益
と
介

護
収
益
が
予
算
を
下
回
っ
た
事

に
よ
る
も
の
で
す
。
入
院
収
益

は
、
７
月
以
降
に
人
員
体
制
の

悪
化
や
、
第
５
波
の
影
響
に
よ

る
空
床
の
増
加
、
感
染
症
の
流

行
に
よ
る
病
床
規
制
も
重
な
り

収
益
が
下
が
り
ま
し
た
。

　

外
来
収
益
は
発
熱
外
来
な
ど

の
対
応
に
大
奮
闘
し
予
算
を
超

過
達
成
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

流
行
前
の
２
０
１
９
年
度
と
外

来
患
者
数
を
比
較
す
る
と
ま
だ

86
％
の
到
達
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

に
よ
る
受
診
控
え
の
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。
健
康
診
断
の
収

益
は
予
算
比
93
・
６
％
で
未
達

成
で
し
た
。
受
診
者
数
は
前
年

を
超
え
て
い
る
も
の
の
、
２
０

１
９
年
度
比
は
全
体
で
87
・
８

％
の
到
達
で
す
。
し
か
し
、
診

療
所
群
だ
け
み
る
と
１
０
０
・

６
％
と
回
復
し
て
い
ま
す
。

　

老
健
樹
の
丘
は
４
６
７
万
円

の
黒
字
予
算
に
対
し
て
▲
３
３

が
２
人
増
え
る
等
、
新
た
な
と

り
く
み
か
ら
仲
間
が
増
え
て
い

ま
す
。
小
田
地
域
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
企
画
か
ら
は
５
つ
の
新
し

い
班
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
生
協
の
組
合
員

を
増
や
す
事
が
カ
ギ

知
っ
て
も
ら
お
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

毎
年
10
月
か
ら
11
月
の
「
知

っ
て
も
ら
お
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、

組
合
員
や
職
員
の
お
互
い
の
感

謝
の
想
い
や
つ
な
が
り
を
見
え

る
化
す
る
「
サ
ン
ク
ス
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
や
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

「
加
入
・
出
資
金
増
や
し
」
に

と
り
く
み
ま
し
た
。
ま
た
、
新

た
に
「
医
療
生
協
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
作
成
し
、
川
崎
医
療
生

協
を
知
っ
て
も
ら
う
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
し
ま
し
た
。
新
川
崎

支
部
で
は
「
サ
ン
ク
ス
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
に
応
募
し
て
く
れ
た
組

合
員
が
配
付
者
と
な
る
う
れ
し

い
成
果
も
あ
り
ま
し
た
。

生
協
４
課
題

　

加
入
・
増
資
と
も
に
前
年
よ

り
も
下
回
っ
て
い
ま
す
。
２
月

ま
で
の
到
達
は
表
の
と
お
り
で

催
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

高
津
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
た
ま

り
ば
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し

た
。地

域
と
つ
な
が
る

　

コ
ロ
ナ
禍
で
始
ま
っ
た
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
は
、
川
崎
区
の
桜
川

公
園
、
大
師
公
園
、
旭
町
、
伊

勢
町
、
田
町
、
中
瀬
、
小
田
公

園
、
小
田
７
丁
目
公
園
、
渡
田

新
町
公
園
の
９
ヵ
所
で
定
期
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
大
師
地
域

で
は
地
元
の
お
店
を
紹
介
す
る

「
大
師
お
店
マ
ッ
プ
」
を
作
り
、

地
域
に
配
付
し
好
評
を
得
ま
し

た
。

　

８
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
不
登

校
を
考
え
る
親
の
会　

川
崎

区
」
は
、
不
登
校
の
子
を
持
つ

親
は
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か

悩
む
人
が
多
く
、
そ
の
人
た
ち

と
つ
な
が
り
交
流
す
る
場
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

担
い
手
が
生
ま
れ
る

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
企
画
か
ら
多

く
の
配
付
者
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ

ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
合
員

命
と
受
療
権
を

ま
も
り
奮
闘
し
た

　

２
０
２
１
年
度
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
追

わ
れ
た
１
年
で
し
た
。
秋
に
は

川
崎
医
療
生
協
の
事
業
と
住
民

の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
川
崎
市
長
選
挙
と
衆
議
院

選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
な

か
川
崎
医
療
生
協
は
、
患
者
・

利
用
者
・
地
域
住
民
の
命
と
受

療
権
を
守
る
立
場
で
事
業
と
運

動
の
継
続
に
奮
闘
し
て
き
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
拡
大
の
中
で

医
療
・
介
護
を
継
続

「
断
ら
な
い
」

対
応
を
目
指
し

　

コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
供
給
体
制

の
不
足
、
保
健
所
機
能
が
麻
痺

す
る
な
か
、
川
崎
協
同
病
院
で

は
救
急
搬
送
困
難
事
例
が
発
生

し
、
病
院
・
診
療
所
の
外
来
に

は
発
熱
者
や
検
査
希
望
者
が
殺

到
し
ま
し
た
。
加
え
て
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
需
要
に
追

い
つ
か
な
い
な
ど
、
病
院
・
診

療
所
の
窓
口
は
通
常
の
医
療
の

ほ
か
、
発
熱
外
来
や
ワ
ク
チ
ン

外
来
と
そ
の
問
い
合
わ
せ
に
忙

殺
さ
れ
ま
し
た
。
職
員
の
な
か

に
も
陽
性
者
、
濃
厚
接
触
者
、

保
育
園
休
園
等
に
よ
る
出
勤
困

難
者
が
多
数
発
生
し
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
事
業
の
継
続
的
提

供
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
事
業
所
健

診
等
で
つ
な
が
り
の
あ
る
中
小

事
業
者
や
、
障
が
い
者
施
設
へ

の
出
張
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
、
自

宅
療
養
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
や
、

薬
の
配
達
も
行
い
ま
し
た
。

　

入
院
患
者
や
発
熱
外
来
の
受

け
入
れ
や
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
は
「
断
ら
ざ
る
を
え
な

い
」
事
態
も
発
生
し
、
職
員
も

や
り
き
れ
な
い
思
い
を
抱
え
な

が
ら
応
対
し
ま
し
た
。
限
ら
れ

た
人
員
体
制
と
医
療
資
源
で
ど

こ
ま
で
「
断
ら
な
い
」
対
応
が

で
き
る
か
引
き
続
き
追
求
し
ま

す
。

　

介
護
事
業
所
は
、
近
隣
の
多

く
の
施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
す
る
な
か
、
感
染
対
策
に
注

意
を
払
い
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
お
こ
っ
た

地
域
の
変
化

　

事
業
所
利
用
委
員
会
が
８
月

に
行
っ
た
「
医
療
生
協
と
コ
ロ

ナ
禍
で
の
健
康
づ
く
り
・
生
活

変
化
ア
ン
ケ
ー
ト（
回
答
数
１
、

２
１
４
人
）」
で
は
、
ふ
だ
ん

と
り
く
ん
で
い
る
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
50
・
６
％
の
人
が「
変

わ
っ
た
」
と
答
え
て
お
り
、
自

宅
に
い
る
時
間
が
増
え
運
動
不

足
で
体
力
が
衰
え
た
と
感
じ
る

声
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

つ
な
が
る
と
り
く
み

一
人
ひ
と
り
と

つ
な
が
る

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

医
療
生
協
を
つ
く
る
た
め
に
、

組
合
員
に
限
ら
ず
困
難
を
抱
え

る
人
た
ち
と
つ
な
が
る
と
り
く

み
を
す
す
め
ま
し
た
。
健
康
ま

ち
づ
く
り
推
進
部
で
は
、
法
人

事
業
所
で
ワ
ク
チ
ン
を
打
て
な

い
こ
と
へ
の
不
満
も
き
き
な
が

支部総会
討議資料

２
０
２
１
年
度

生
協
活
動
総
括
（
案
）

●2021年度４課題到達（２月末現在）
項 目 目　標 到　達 目標比

組合員増やし 1500人 1132人 75.5%

出資金増やし 1億2000万円 1億529万円 87.8%

班増やし 35班 12班 34.3%

配付者増やし 175人 104人 59.4%

組合員から寄付された大根も配付した川崎区のフードパントリー

サンタの衣装で食料を渡す高津のフー
ドパントリー

体温チェック等の対策をとる協同病院



（５） ２０２２年４月１日 第６６８号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

2022年度のテーマ2022年度のテーマ

「あってよかった」「あってよかった」
医療生協医療生協

　

２
０
２
２
年
度
は
、
引
き
続

き
患
者
・
利
用
者
・
地
域
住
民
・

職
員
の
健
康
と
受
療
権
を
ま
も

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
深
刻

と
な
っ
た
健
康
格
差
、
経
済
格

差
に
高
く
ア
ン
テ
ナ
を
は
り
、

よ
り
困
難
な
状
況
に
あ
る
方
に

寄
り
添
う
立
場
で
事
業
と
運
動

を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
現
在
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
戦
争
は
ど
の
よ
う
な

理
由
が
あ
れ
許
さ
れ
な
い
行
為

で
あ
り
、
加
え
て
、
こ
の
こ
と

を
理
由
に
し
た
軍
備
増
強
の
論

調
が
特
に
改
憲
勢
力
か
ら
発
信

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
理

念
で
あ
る
「
平
和
を
ま
も
る
」

課
題
の
重
要
性
を
認
識
し
、
学

習
と
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

２
０
２
２
年
度

総
代
会
方
針
２
つ
の
柱

　

一
つ
目
の
柱
は
、「
２
０
２

２
中
長
期
事
業
計
画
」
を
策
定

し
、
川
崎
医
療
生
協
の
10
年
後

ま
で
の
事
業
計
画
を
作
り
あ
げ

る
こ
と
で
す
。
そ
の
目
的
は
、

無
差
別
平
等
の
医
療
介
護
の
実

践
を
通
じ
て
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
お
こ
な
う
こ
と
で
す
。

老
朽
化
が
進
む
川
崎
協
同
病
院

の
建
替
え
は
待
っ
た
な
し
で
あ

り
、
建
設
用
地
が
確
保
で
き
た

際
に
は
、
職
員
と
組
合
員
が
一

丸
と
な
っ
て
建
設
大
運
動
に
取

り
組
み
、「
私
た
ち
の
病
院
」

を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を
呼
び

か
け
ま
す
。

　

二
つ
目
の
柱
は
、
協
同
病
院

を
は
じ
め
と
す
る
各
事
業
所
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
、
想
定
さ
れ

る
将
来
の
大
型
設
備
投
資
に
備

え
る
た
め
、
必
要
な
利
益
を
安

定
的
に
確
保
す
る
た
め
の
経
営

構
造
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
経
営
活
動
と
生
協

活
動
は
医
療
生
協
の
両
輪
で
あ

り
、
生
協
運
動
の
担
い
手
を
増

や
し
、
医
療
生
協
の
基
盤
づ
く

り
の
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

医
療
生
協
運
動
の

方
向
性

安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

新
た
な
支
部
づ
く
り
、
班
づ

く
り
を
す
す
め
、
顔
の
見
え
る

身
近
な
範
囲
で
安
心
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｗ
ｅ
ｂ
ツ
ー
ル

も
活
用
し
、
組
合
員
同
士
、
組

合
員
と
職
員
が
、
日
々
の
活
動

を
交
流
し
、
理
解
を
深
め
、
加

入
・
増
資
を
訴
え
る
力
を
強
く

し
、
事
業
と
運
動
へ
の
結
集
を

高
め
ま
す
。
そ
の
た
め
の
指
標

と
し
て
、
生
協
４
課
題
の
目
標

を
定
め
取
組
み
ま
す
。

生
協
４
課
題

　

表
に
あ
る
よ
う
に
、
２
０
２

２
年
度
の
生
協
４
課
題
の
目
標

を
立
て
ま
す
が
、
年
度
中
に
協

同
病
院
の
建
て
替
え
な
ど
の
大

き
な
方
針
が
決
ま
っ
た
時
に

は
、
提
案
を
修
正
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

え
、
提
案
し
て
い
く
支
部
に
し

て
い
き
ま
す
。
取
り
組
む
課
題

に
よ
っ
て
は
、
医
療
生
協
以
外

の
地
域
の
事
業
所
と
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
も
探
求
し

ま
す
。
地
域
の
困
っ
た
を
解
決

で
き
る
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

川
崎
医
療
生
協
が
な
っ
て
い
く

支
部
活
動
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。建

設
大
運
動

　

協
同
病
院
や
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
坂
戸
診
療
所
等
、
建
て
替

え
が
検
討
さ
れ
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
川
崎
医
療
生
協
に

と
っ
て
大
き
な
事
業
で
あ
り
、

建
設
用
地
が
確
保
で
き
た
際
に

は
、
役
職
員
、
総
代
・
支
部
運

営
委
員
を
は
じ
め
組
合
員
の
多

く
の
参
加
で
、
一
丸
と
な
っ
て

建
設
大
運
動
に
と
り
く
み
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
の

事
業
方
針

補
助
金
に
頼
ら
な
い

病
院
を

　

協
同
病
院
は
コ
ロ
ナ
補
助
金

に
頼
ら
ず
に
償
却
前
利
益
で
プ

ラ
ス
と
な
る
事
業
を
構
築
し
ま

す
。
病
院
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の

事
業
構
想
を
作
り
ま
す
。

診
療
所
は
健
康
づ
く
り

機
能
の
強
化

　

診
療
所
群
は
「
か
か
り
つ
け

医
機
能
」
の
強
化
、特
定
健
診
・

が
ん
検
診
・
事
業
所
健
診
等
の

「
予
防
機
能
」
の
強
化
、
認
知

症
予
防
・
フ
レ
イ
ル
・
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
予
防
・
子
育
て
サ

ー
ク
ル
・
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
等

の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
よ
り

「
健
康
づ
く
り
機
能
」
を
強
化

し
ま
す
。

樹
の
丘
は
必
要
利
益
を

安
定
的
に

　

介
護
老
人
保
健
施
設
樹
の
丘

支部総会
討議資料

２
０
２
２
年
度

川
崎
医
療
生
協
方
針（
案
）

連
携
し
な
が
ら

健
康
づ
く
り

　

高
齢
化
が
進
み
、
ま
た
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
自
粛
や
マ
ス
ク
生

活
に
よ
り
懸
念
さ
れ
る
、
認
知

症
や
フ
レ
イ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
の
進
行
を
予
防
す
る
た

め
、
健
康
づ
く
り
（
ヘ
ル
ス
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）
活
動
を
強
化

し
ま
す
。
自
治
体
や
他
団
体
と

の
連
携
や
共
同
を
追
及
し
ま
す
。

担
い
手
づ
く
り
強
化

　

機
関
紙
の
配
付
者
や
活
動
に

参
加
す
る
組
合
員
ふ
や
し
等
の

担
い
手
づ
く
り
を
強
化
し
ま

す
。
参
加
す
る
組
合
員
の
「
い

き
が
い
」
や
「
や
り
が
い
」
を

大
切
に
、
共
有
す
る
場
を
つ
く

り
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
の
組

合
員
活
動
方
針

組
合
員
だ
け
で
な
く

地
域
全
体
が
健
康
に

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
人
と

ひ
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な

り
ま
し
た
。
川
崎
医
療
生
協
の

つ
な
が
り
づ
く
り
を
組
合
員
だ

け
で
な
く
、
地
域
に
ひ
ろ
げ
て

「
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
」

を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

「
い
く
つ
に
な
っ
て
も

健
康
で
暮
ら
し
た
い
」

と
思
え
る
地
域
づ
く
り

　

全
世
代
を
対
象
に
、
組
合
員

が
参
加
し
た
い
と
思
う
支
部
の

イ
ベ
ン
ト
や
、
班
会
メ
ニ
ュ
ー

体
験
会
な
ど
を
開
催
し
、
今
ま

で
参
加
で
き
な
か
っ
た
組
合
員

や
地
域
の
人
が
参
加
で
き
る
企

画
を
す
す
め
ま
す
。

電
子
媒
体
の
活
用

　

イ
ベ
ン
ト
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
宣
伝

を
強
め
、
若
い
世
代
が
組
合
員

の
活
動
に
興
味
が
持
て
る
企
画

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

を
中
心
に
、
ス
マ
ホ
や
電
子
媒

体
を
活
用
し
た
い
と
思
う
人
へ

の
サ
ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

事
業
所
の
宣
伝
を

も
っ
と
多
く
の
人
に

　

職
員
と
組
合
員
が
医
療
生
協

の
事
業
所
を
地
域
に
宣
伝
を
で

き
る
よ
う
に
、
職
員
と
組
合
員

の
交
流
を
深
め
、
事
業
所
の
活

用
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
職
員
が
地
域
住
民
と
積
極

的
に
交
流
で
き
る
場
所
を
つ
く

り
ま
す
。

支
部
が
元
気
に

　

支
部
が
よ
り
一
層
地
域
の
事

を
考
え
、
法
人
に
声
を
上
げ
て

い
く
組
織
に
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
支
部
運
営
委
員

会
で
地
域
の
話
題
や
、
班
会
の

活
動
状
況
や
悩
み
、
地
域
の
困

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
よ
り
た

く
さ
ん
話
し
合
う
よ
う
に
し
ま

す
。
そ
し
て
、
支
部
と
し
て
何

が
で
き
る
か
、
そ
の
た
め
に
法

人
に
何
を
し
て
ほ
し
い
か
を
考

は
、
リ
ハ
ビ
リ
機
能
等
の
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
と
、
久
地
診

療
所
や
介
護
事
業
所
と
の
連
携

強
化
に
し
、
地
域
か
ら
信
頼
さ

れ
選
ば
れ
る
事
業
所
と
し
て
稼

働
を
高
め
、
必
要
利
益
を
安
定

的
に
確
保
し
ま
す
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
介
護
事
業

　

介
護
事
業
は
、
要
介
護
高
齢

者
の
増
加
に
伴
う
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
コ
ロ

ナ
や
報
酬
改
定
で
悪
化
し
た
経

営
を
改
善
し
、
事
業
計
測
や
投

資
が
で
き
る
経
営
基
盤
を
確
立

し
ま
す
。

診
療
所
群
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

坂
戸
診
療
所
、
生
協
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
は
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
想

定
し
、
土
地
の
確
保
お
よ
び
建

て
替
え
後
の
事
業
計
画
、
資
金

計
画
、
経
営
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　

建
設
を
開
始
す
る
時
期
に
つ

い
て
は
、
協
同
病
院
の
建
設
時

期
を
考
慮
し
決
定
し
ま
す
。

か
か
り
や
す
く

質
の
良
い
健
康
診
断

　

健
診
事
業
は
、
組
合
員
と
地

域
労
働
者
の
健
診
受
診
率
を
向

上
さ
せ
、
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
つ
な
げ
ま
す
。
協

同
病
院
と
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
健
診
機
能
を
統
合
し
、
か

か
り
や
す
さ
と
質
の
向
上
に
と

り
く
み
ま
す
。
健
診
事
務
セ
ン

タ
ー
は
健
診
シ
ス
テ
ム
の
更
新

を
行
い
ま
す
。

訪
問
看
護
の
強
化

　

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
患
者

を
支
え
る
訪
問
看
護
機
能
を
強

化
し
ま
す
。
医
療
・
看
護
・
介

護
の
切
れ
目
な
く
患
者
の
生
活

を
支
え
る
訪
問
看
護
機
能
を
強

化
す
る
こ
と
で
、
病
院
・
診
療

所
と
の
相
互
的
強
化
に
と
り
く

み
ま
す
。

人
材
確
保

　

医
師
、
看
護
師
、
介
護
職
等

の
人
材
確
保
の
困
難
は
深
刻
で

す
。
高
額
な
紹
介
料
が
か
か
る

紹
介
業
者
の
活
用
比
率
を
下
げ

る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見

直
し
等
や
雇
用
条
件
の
見
直
し

を
検
討
し
ま
す
。

費
用
の
圧
縮

　

法
人
全
体
の
費
用
を
圧
縮
す

る
た
め
の
業
務
の
合
理
化
を
す

す
め
ま
す
。「
人
件
費
率
＋
材

料
費
率
＋
委
託
費
率
＋
リ
ー
ス

料
率
」
を
83
％
以
下
（
２
０
１

９
年
度
87
・
７
％
）と
し
ま
す
。

定
年
制
度
の
改
定

　

労
働
組
合
と
も
協
議
し
、
60

歳
を
定
年
と
し
て
い
る
定
年
制

度
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

経
営
構
造
転
換
の

初
年
度
に

　

協
同
病
院
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

は
、
60
〜
70
億
円
近
い
投
資
額

が
必
要
で
す
。
２
０
２
２
年
度

は
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
経
営

構
造
の
土
台
を
構
築
す
る
転
換

の
初
年
度
で
あ
り
、
協
同
病
院

の
建
設
資
金
を
確
実
に
借
り
入

れ
る
為
の
実
績
を
つ
く
ら
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
今
後
５
年
間
の
経
営

目
標
を
全
職
員
が
共
有
し
、
一

丸
と
な
っ
て
目
標
を
確
実
に
や

り
遂
げ
、
必
要
利
益
を
生
み
出

す
強
固
な
経
営
構
造
の
土
台
を

し
っ
か
り
と
つ
く
り
あ
げ
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
の

必
要
な
償
却
前
利
益

　

想
定
さ
れ
る
将
来
の
大
型
設

備
投
資
に
備
え
る
た
め
に
必
要

な
償
却
前
利
益
（
経
常
利
益
＋

減
価
償
却
費
）
は
年
間
で
４
・

４
億
円
（
償
却
前
利
益
率
６
・

１
％
）
で
す
。
病
院
は
１
・
３

億
円
（
３
・
２
％
）、診
療
所
・

介
護
事
業
所
群
は
３
・
１
億
円

（
10
％
）
が
最
低
限
の
目
標
で

す
。

　

な
お
、経
常
利
益
と
し
て
は
、

年
間
の
目
標
は
法
人
全
体
で

２
・
４
億
円
で
す
。
協
同
病
院

は
２
千
万
円
、
診
療
所
・
介
護

事
業
所
郡
は
２
・
２
億
円
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
は
全
事
業

所
黒
字
化
、
包
括
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
補
助
金
に
よ
り
損
益

±
０
と
し
ま
す
（
※
表
１
）。

福
祉
医
療
機
構
等
か
ら
の
融
資

の
審
査
基
準
（
償
却
前
利
益
５

％
以
上
）
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と

が
最
大
の
課
題
で
す
。

2022年度４課題目標
組合員増やし 2000人
出資金増やし １億2000万円
班増やし 35班
配付者増やし 175人

表１　大型設備投資に備える経営目標 （単位：百万円）

事業
収益

減価
償却

経常
利益

経常
＋減償

償却前
利益（％）

協同病院 3,960 107 20 127 3.2

診療所・
介護事業所 3,120 87 225 312 10.0

ケアプラン
地域包括 120 ０ ― ０ 0.1

合計 7,200 194 244 439 6.1

川崎医療生協
ホームページ

生協歯科クリニック（川崎区）

なかはら在宅サポートセンター（中原区） 介護老人保健施設　樹の丘（高津区）

坂戸診療所（高津区）



〈
み
ん
な
で
楽
し
い
班
会
〉
３
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
班
が
つ
く
れ
ま
す
。
近
く
の
町
内
会
事
務
所
や
組
合

員
の
お
宅
、
病
院
・
診
療
所
の
組
合
員
ル
ー
ム
な
ど
を
利
用
し
て
、
楽
し
い
班
会
を
ひ
ら
き
ま
し
ょ
う
。

班会日誌班会日誌 ２月度　25支部　70班　422人

大師東支部

エリカ おしゃべり喫茶 10人

大師中央支部

民商 懇談 ３

わろてんか 例会 10

東門前 おしゃべり ３

年金大師 懇談 ３

エンゼル① 絵手紙 ４

大師フレンド支部

お絵かき 各自で各テーマを描く ５

おりづる 作品作りと血圧チェック ３

ウォーキング ウォーキング ８

リメイク あみ物など ５

藤崎北支部

向日葵 絵手紙 ４

欅 茶話会 ７

観音支部

観音健康ボウリング ボーリング ６

池上新町支部

冥加 公園内の花だん作り 30

手芸 コピー用紙での封筒作り 15

桜本支部

黄金 ワクチンの基礎知識 ３

さくら ワクチンの基礎知識 ３

大島支部

ロード 輪おどり ７人

深瀬 大師公園散策 ３

未摘花 ストレッチ・ダンベル体操 ４

浜町支部

プアカーネーション フラダンス ７

プルメリア フラダンス ４

渡田支部

観て楽しむ会 みそづくり ４

小田支部

いなほ 元気な顔合わせ ４

ころぼっくる ニュース配付先地図落とし ７

ちょこっとウォーク 北風の中で ５

桜 とにかく体を動かしましょう ３

たんぽぽ 体組成チェック ３

夏つばき 体組成チェック ３

東小田支部

防災センターストレッチ ちょこっとウォークとストレッチ ６

浅田支部

けやき 小田公園チョコットウォーク参加６

京町支部

椿 つまみ細工 ４

ロード らくらくロコモに便乗 ３

ミルキー コロナについて ３

古流生花 いけばな ８人

雀（すずめ）の学校 体を動かす（グランドゴルフ） ６

川崎駅前支部

キャロット ニュース仕分け ３

あじさい 雛人形を造ろう ７

ＩＴ 茶話会 ３

なわて 雑談 ６

御幸支部

紅葉 ストレッチ・ダンベル体操 ５

さくら 年間計画づくり ３

南河原支部

ひまわり 茶話会 ３

玉川支部

青空平間会 おしゃべり増資 ３

きら美 体組成チェック ６

住吉支部

気功と太極拳 気功と八方五歩 ６

コスモス 日吉公園からせせらぎ緑道　春の気づきウォーキング 10

小杉支部

そら豆 大倉山梅園観賞会 ８

溝ノ口支部

囲碁サロン 囲碁 ４

おたまじゃくし 唱歌童謡を歌う ５

手芸編み物クラブ マフラー編み、エコタワシ作り ３

いきいき 脳いきいき ４人

いまが青春 健康麻雀 11

コスモス 勉強会＆健康チェック ３

水彩画 朝食メニューを描く ３

ウォーキング 久地梅林を訪ねる ３

バードウオッチング 鳥と自然観察 ３

橘支部

梶ヶ谷 ニュース仕分け ４

シネマ 映画上映会 18

アカシヤ 建設中の特養ホーム見学 ７

つれづれ 健康麻雀 16

シクラメン 敬老会食（外食） 22

すずめ 健康麻雀 ５

宮前支部

白旗台 近況雑談、脳トレ ３

野川南台 脳トレ ５

すみれ 山田富士公園ウォーク ２

多摩支部

せんごく 群読 ４

麻生南支部

キルトのなかま ベビーキルト 10

柿生会 柿生会だよりの編集・発送 ５

横井 ロシアについて ７

（６）２０２２年４月１日 第６６８号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

文 化 ・ 地 域
ワ
ー
ル
ド
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
歩
く

ワ
ー
ル
ド
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
歩
く
㉒㉒

童
話
の
国
デ
ン
マ
ー
ク
―
ア
ン
デ
ル
セ
ン
生
地
に
感
動
す
―

　

北
欧
デ
ン
マ
ー
ク
と
言
え

ば
は
る
か
な
国
と
思
っ
た
。

地
球
の
北
極
ま
わ
り
な
の
で

成
田
空
港
よ
り
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
国
際
空
港
へ
11
時
30
分

と
思
っ
た
よ
り
短
く
感
じ
た
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
は
国
名
デ
ン

マ
ー
ク
王
国
（
立
憲
君
主

制
）。
元
首
は
マ
ー
グ
レ
ー

テ
２
世
女
王
。
面
積
は
日
本

の
９
分
の
１
位
。
人
口
は
５

８
３
万
人
。
宗
教
は
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
。
首
都
は
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
。
色
と
り
ど
り
の

建
物
が
建
ち
並
び
町
の
中
心

に
は
運
河
が
流
れ
る
美
し
い

町
で
す
。□　

□　

□

　

ホ
テ
ル
は
市
内
中
央
の
市

庁
舎
広
場
の
向
か
い
に
あ
る

高
級
ホ
テ
ル
。
高
い
時
計
台

が
あ
り
宮
殿
を
思
わ
せ
る
レ

ン
ガ
造
り
の
建
物
だ
。
宿
泊

料
は
４
万
円
。

　

夕
方
、
市
内
の
目
抜
き
通

り
を
散
歩
。
町
並
み
が
じ
つ

に
美
し
い
。
通
り
の
建
物
は

ど
れ
も
５
・
６
階
建
て
に
統

一
さ
れ
、
じ
つ
に
落
ち
着
い

た
景
観
だ
。

　

市
庁
舎
前
の
ア
ン
デ
ル
セ

ン
通
り
へ
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン

の
大
き
な
銅
像
は
酸
性
雨
で

か
な
り
汚
れ
て
い
る
。
通
り

の
反
対
側
は
、チ
ボ
リ
公
園
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
っ
子
の
心

の
ふ
る
さ
と
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
園
内
は
遊
園
地
に
な
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
遊
具
の
他
に

劇
場
、コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
・

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
施
設
。
30

軒
以
上
も
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や

み
や
げ
店
が
立
ち
並
ん
で
い

る
。
ま
さ
に
一
大
天
国
の
よ

う
だ
。
夜
の
遅
く
ま
で
開
い

て
い
る
。
夏
季
と
冬
季
の
期

間
限
定
で
開
園
さ
れ
る
た

め
、
開
園
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
人
は
多
い
。

□　

□　

□

　

デ
ン
マ
ー
ク
と
言
え
ば
世

界
の
子
ど
も
た
ち
に
愛
さ
れ

て
い
る
童
話
作
家
の
ア
ン
デ

ル
セ
ン
の
国
だ
。
フ
ァ
ン
タ

ジ
ッ
ク
な
想
い
が
描
か
れ
る

国
だ
。

　

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
生
地
オ

ー
デ
ン
セ
の
町
を
た
ず
ね
ま

し
た
。
こ
の
町
の
人
口
は
20

万
人
の
地
方
都
市
。
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
か
ら
特
急
で
２
時

間
。
車
窓
か
ら
は
菜
の
花
畑

や
麦
畑
。
牧
草
地
が
ど
こ
ま

で
も
続
く
。
所
々
に
風
車
も

見
え
る
。
ラ
ベ
ル
ト
海
峡
を

渡
る
と
オ
ー
デ
ン
セ
駅
。
そ

こ
か
ら
歩
い
て
30
分
ほ
ど
で

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
生
地
に
着

く
。
記
念
館
を
見
学
す
る
。

　

ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
い
え
ば

「
人
魚
姫
」「
お
や
指
姫
」「
裸

の
王
様
」
な
ど
が
よ
く
読
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
１
８

０
５
年
貧
し
い
靴
屋
の
子
と

し
て
生
ま
れ
た
。
学
校
に
通

う
こ
と
が
で
き
ず
演
劇
に
興

味
を
持
ち
天
才
的
な
空
想
力

で
た
く
さ
ん
の
童
話
を
描

く
。
記
念
館
に
は
日
本
の
童

話
コ
ー
ナ
ー
に
１
０
０
冊
位

が
並
ん
で
い
た
。
庭
で
は
子

ど
も
た
ち
が
寝
こ
ろ
ん
で
絵

本
を
読
ん
で
い
た
。
ま
さ
に

「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
世
界
」

だ
な
と
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

□　

□　

□

　

戦
前
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
民

衆
は
ド
イ
ツ
軍
の
侵
略
に
対

し
地
下
活
動
に
。
レ
ジ
ス
タ

ン
ス
活
動
で
抵
抗
し
た
。
戦

後
は
中
立
国
と
し
て
の
歩
み

を
続
け
て
い
る
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
は
１
９
７
０

年
代
７
％
の
失
業
率
に
苦
し

ん
だ
。
現
在
は
社
会
民
主
主

義
政
権
の
も
と
で
世
界
に
誇

る
福
祉
国
家
を
築
き
Ｉ
Ｔ
産

業
中
心
に
経
済
的
安
定
を
は

か
っ
て
い
る
。

編
集
委
員　

佐
々
木
勝
男

早
く
よ
く
な
り
た
い

　

川
崎
区　

青
木
智
子
56

10
年
ぶ
り
位
に
や
っ
ち
ゃ

い
ま
し
た
。
ぎ
っ
く
り
腰
。

コ
ル
セ
ッ
ト
を
し
て
職
場

へ
。重
い
も
の
持
て
ま
せ
ん
。

ゆ
っ
く
り
し
か
動
け
ま
せ

ん
。
と
言
っ
て
皆
さ
ん
の
優

し
さ
に
甘
え
て
感
謝
の

日
々
。早
く
よ
く
な
り
た
い
。

で
き
る
こ
と
模
索
中

　

麻
生
区
岡
野
由
美
子
63

　

退
職
し
て
早
３
年
。
ま
だ

ま
だ
元
気
い
っ
ぱ
い
。で
も
、

リ
ク
ル
ー
ト
欄
に
理
学
療
法

士
や
ら
作
業
療
法
士
や
ら
看

護
士
な
ど
の
募
集
が
載
る
た

び
「
あ
あ
、
免
許
や
資
格
を

取
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な

ー
」
と
思
い
ま
す
。
運
転
免

許
し
か
な
い
私
。
高
齢
者
の

事
故
が
や
た
ら
取
り
沙
汰
さ

れ
る
世
の
中
、
こ
の
唯
一
の

免
許
も
あ
と
何
年
か
で
返
還

か
と
思
う
と
、
寂
し
い
限
り

で
す
。
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
模
索
中
で
す
。

わ
が
家
に
ワ
ン
ち
ゃ
ん

　

川
崎
区
岩
本
千
賀
子
62

　

犬
が
飼
い
た
い
、
次
は
保

護
犬
と
決
め
て
い
ま
し
た
。

あ
ち
こ
ち
で
調
べ
て
申
し
込

ん
で
も
な
か
な
か
決
ま
ら

ず
、
保
護
団
体
で
は
私
の
年

読 者 の 広 場

読
者
の
声

齢
で
は
断
ら
れ
る
こ
と
も
多

く
心
が
折
れ
る
こ
と
も
多
か

っ
た
で
す
。
で
も
や
っ
と
わ

が
家
に
来
て
く
れ
る
犬
が
決

ま
り
ま
し
た
。
あ
き
ら
め
ず

申
し
込
ん
で
良
か
っ
た
で

す
。
ト
イ
プ
ー
ド
ル
の
メ
ス

２
歳
、
と
っ
て
も
か
わ
い
い

で
す
。
い
や
し
と
生
き
が
い

に
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
外
来
へ

　

川
崎
区　

佐
野
セ
イ

　

先
日
家
族
の
１
人
が
コ
ロ

ナ
陽
性
と
診
断
さ
れ
自
宅
療

養
と
な
り
ま
し
た
。
濃
厚
接

触
者
と
な

っ
た
夫
は

咳
、
私
は

37
・
７
度

か
ら
38
度

の
発
熱

で
、
大
師

診
療
所
に
受
診
し
ま
し
た
。

　

大
変
な
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
医
師
、
看
護
師
、
ス
タ
ッ

フ
の
対
応
も
よ
く
、
帰
り
際

に
「
お
大
事
に
」
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
ホ
ロ
ッ
と
し

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

アンデルセンの生家



①　

特
長
は
さ
び
に
く
さ

⑤　

バ
ス
ケ
ッ
ト
で
す

⑦　

材
料
は
小
麦
粉
。

　
　

強
力
粉
を

　
　

使
う
と
、

　
　

仕
上
が

　
　

り
は
ふ
っ

　
　

く
ら

②　

弘
前
城
、
松
本
城
、
丸
岡

城
、
犬
山
城
、
彦
根
城
な

ど
12
城
に
現
存
し
て
い
ま

す

③　
「
檸
檬
」っ
て
読

め
ま
す
か
？

④　

鍋
や
吸
い
物
に
入
っ
て
い

ま
す
。
魚
の
〇
〇
〇

⑤　

土
砂
を
運
ん
で
扇
状
地
や

三
角
州
を

　
　

つ
く
り
ま
す

⑥　

オ
タ
マ
ジ
ャ

　
　

ク
シ
が
泳
ぎ
ま
す

⑨　

肉
付
き
の
良
い

　
　

丸
い
体
の
力
士

⑪　

５
人
制
の
サ
ッ
カ
ー

⑬　

救
急
車
で
運
ば
れ
ま
す

⑯　

異
な
っ
た
性
質

⑱　

大
規
模
〇

　
　

〇
〇
へ
の

　
　

備
え
は
で

　
　

き
て
い
ま
す
か
？

⑳　

保
守
的
な
政
治
勢
力

㉑　

過
ぎ
去
っ
た
時
間
で
す

⑧　

マ
グ
ロ
や
タ
イ
、
エ
ビ
、

イ
カ
な
ど
が
一
つ
の
皿
に

⑩　

〇
〇
〇
〇
〇
暁
を
覚
え
ず

⑪　

天
文
学
上
は
春
分
ま
で
で

す

⑫　

東
北
の

　
　

伝
統
工
芸
品
と
い
え
ば

⑭　

わ
ず
か
。
〇
〇
の
間

⑮　

苦
手
の
反
対

⑰　

映
画「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」

の
劇
中
歌
「
〇
〇
の
彼
方

に
」

⑲　

週
１
回

　
　

の
発

　
　

行
で
す

㉒　

物
事
の
起
源

㉓　

Ｂ
Ｏ
Ｘ
で
す

①　

温
泉
付
き
の
保
養
施
設

中
歌
「
〇
〇
の
彼
方

回すの
起
源

（７） ２０２２年４月１日 第６６８号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

う
つ
む
き
か
げ
ん
の
子

中
原
区　

由
良
直
子

　

毎
月
２
回
小
学
生
の
登
校

時
、
交
通
安
全
の
た
め
の
見

守
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

春
の
頃
は
と
て
も
元
気
よ
く

あ
い
さ
つ
し
て
い
た
の
に
、

12
月
あ
た
り
か
ら
半
分
く
ら

い
の
子
が
あ
い
さ
つ
な
く
う

つ
む
き
か
げ
ん
に
黙
っ
て
道

路
を
渡
っ
て
行
き
ま
す
。
寒

い
か
ら
な
の
か
し
ら
。

仲
間
と
再
会

　

川
崎
区　

高
橋
キ
ミ
94

　

週
１
で
京
町
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
通
う
こ
と
に
な
っ
て
、

昔
の
民
謡
仲
間
に
再
会
！

４
コ
マ
マ
ン
ガ
に
笑

　

麻
生
区　

渡
辺
公
江
70

　

毎
月
「
医
療
生
協
」
新
聞

の
中
で
先
に
目
を
通
す
の
は

読
者
の
広
場
の
川
柳
か
ら
。

う
な
づ
い
た
り
笑
っ
た
り
毎

回
楽
し
み
で
す
。
２
月
号
の

４
コ
マ
マ
ン
ガ
の
「
と
き
め

き
？
」
の
４
コ
マ
目
に
笑
い

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

作
者
の
お

た
ふ
く
さ

ん
に
座
布

団
２
枚
！
い
や
３
枚
か
な
。

た
く
さ
ん
読
ん
で
ね

川
崎
区　

谷
川
純
江

　

パ
ズ
ル
に
当
選
し
、
図
書

カ
ー
ド
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
を
読
む
こ
と
は
好
き

で
す
が
、
最
近
読
む
の
が
辛

く
な
っ
て
き
た
の
で
曾
孫
に

渡
し
た
ら
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
本
が
好
き
な
よ
う
で
良

か
っ
た
と
私
も
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
本
を

読
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
余
白
に
書
か
れ
た
「
内
容
」
は
、
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

読　者　の　広　場

Ｂ Ａ

C

Ｅ

Ｄ

メールでの送付先 machizukuri@kawaikyo.or.jp

第310回

EDA B C

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの５文字を
　　　　 うまく並べてできる言葉は？

本
が
ふ
え
リ
ビ
ン
グ
読
書
習
慣
化　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

藤
本
直
美

年
の
数
母
と
私
で
一
八
三　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

高
橋
佳
子
81

何
に
で
も
興
味
持
っ
て
年
忘
れ　
　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

遊
佐
ミ
チ
子
92

春
う
ら
ら
こ
の
頃
一
句
ひ
ら
め
か
ず　
　
　
　
　

宮
前
区　

み
ー
ば
ば
77

古
稀
還
暦
ま
だ
ま
だ
若
い
ね
今
時
は　
　
　
　
　

多
摩
区　

菅
野
節
子
91

す
れ
違
う
我
に
気
付
か
ぬ
夫
の
い
て　
　
　
　
　

多
摩
区　

井
手
久
栄

幼
な
子
の
泣
き
声
聞
こ
え
る
ワ
ク
チ
ン
接
種　
　

中
原
区　

伊
月
秀
夫
79

眩
し
い
ね
学
生
服
の
金
ボ
タ
ン　
　
　
　
　
　
　

幸　

区　

平
間
和
夫
72

子
が
巣
立
ち
ま
た
ひ
と
つ
知
る
母
心　
　
　
　
　

川
崎
区　

健
街
伸
代
56

コ
ロ
ナ
禍
を
凌
ぐ
惨
事
が
起
き
る
と
は　
　
　
　

川
崎
区　

編
集
君

　

平
間
さ
ん
、
学
生
服
姿
も
少
な
く
な

っ
た
よ
う
で
、
金
ボ
タ
ン
は
懐
か
し
さ

も
感
じ
ま
す
ね
。

編
集
部
よ
り

ひ
と
こ
と

みなさんからの
オリジナル川柳を
おまちしています

み
ん
な
で

み
ん
な
で 

川
柳
川
柳

　

宮
崎
久
美
子
（
川
崎
区
）

　

山
﨑
聡
一

（
川
崎
区
）

　

山
口
み
ど
り
（
幸　

区
）

　

須
山
孝

（
中
原
区
）

　

原
溥

（
高
津
区
）

　

佐
藤
實

（
宮
前
区
）

　

池
田
和
美

（
多
摩
区
）

　

長
野
し
づ
子
（
多
摩
区
）

　

五
十
嵐
義
人
（
多
摩
区
）

　

木
ノ
内
せ
つ
子（
麻
生
区
）

　

佐
々
木  

恭
子
（
麻
生
区
）

 
 〈

敬
省
略
〉

　

２
月
号
の
答
は
「
エ
ン
ギ

モ
ノ
」
で
し
た
。
応
募
者
は

２
２
４
人
（
正
解
は
２
１
８

人
）。

　

正
解
者
の
内
訳
は
川
崎
区

１
１
５
人
・
幸
区
11
人
・
中

原
区
15
人
・
高
津
区
12
人
・

宮
前
区
７
人
・
多
摩
区
28
人
・

麻
生
区
24
人
・
市
外
６
人
で

す
。
編
集
委
員
会
で
抽
選
の

結
果
、
当
選
者
に
は
図
書
カ

ー
ド
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

中
山
博
満

（
川
崎
区
）

　

村
田
み
ど
り
（
川
崎
区
）

　

山
口
良
春

（
川
崎
区
）

　

田
島
愛
希

（
川
崎
区
）

　

今
井
幸
子

（
川
崎
区
）

　

竹
原
歩

（
川
崎
区
）

　

内
司
津
子

（
川
崎
区
）

　

山
本
キ
ヨ
子
（
川
崎
区
）

　

佐
藤
伸
武

（
川
崎
区
）

308回

答え「エンギモノ」

　

パ
ズ
ル
の
答
と
川
柳
は
、

ハ
ガ
キ
で
左
記
ま
で
お
送
り

下
さ
い
。
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
と
よ
ろ
し

け
れ
ば
年
齢
を
記
入
し
て
下

さ
い
。
メ
ー
ル
で
の
ご
応
募

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
送

付
先
の
ア
ド
レ
ス
は
解
答
枠

の
下
を
ご
覧
下
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
が
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
。
お
気
を
つ
け
下

さ
い
。
医
療
生
協
新
聞
へ
の

感
想
や
近
況
を
余
白
に
記
入

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

な
お
、
川
柳
は
ひ
と
り
、

一
句
、
既
に
発
表
済
の
も
の

は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

20
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
贈

り
し
ま
す
（
連
続
10
回
当
選

し
な
か
っ
た
方
に
も
贈
呈
し

ま
す
）。
締
切
り
は
４
月
25

日
、
発
表
は
６
月
号
紙
面
に

掲
載
し
ま
す
。

〈
送
り
先
〉　

〒
２
１
０－

０
８
０
４　

川
崎
区
藤
崎
４－

21－

２　

川
崎
医
療
生
協
本
部　

編
集
委
員
会

ん
で
扇
状
地
や

すャぎ
ま
すすカ

ー
す

性
質

す
か
？

　毎月編集委員会に届くハガキやメールの中に
は「おでかけしたい」「旅行に行きたい」とい
う声がたくさんあります。そこで、コロナ禍が
おさまり、自由にどこにでも行けるようになっ
たらどんな旅をしたいか、おしえてください。
誰と？ どこへ？ どんなことをし
たい？ また、その理由は？
　エピソードや写真も大歓迎
です。いただいたお便りは５月
号で特集します。実際に行ける
日もそう遠くないはず、予定を立てる
ような気持ちでぜひお寄せください。

しえてください。
し

月
る
を立てる

おお便便りり大大募募集集
みなさんどこに行きたい？

～♪　　

小
麦
粉

を、っっっっっっっ



（８）２０２２年４月１日 第６６８号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

伝えたい思い
古向支部 脇山トヨ子(88歳)

弟が哀れで

私の戦争体験92

ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
と
空
が
黒

に
近
い
灰
色
に
な
り
、
空
か
ら

は
砂
ぼ
こ
り
の
よ
う
な
キ
ラ
キ

ラ
光
っ
た
物
が
降
り
注
い
で
き

ま
し
た
。
い
ま
思
え
ば
こ
れ
が

放
射
能
を
含
ん
だ
死
の
灰
だ
っ

た
の
で
す
。
私
た
ち
の
所
ま
で

飛
ん
で
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

宣
伝
ビ
ラ
の
よ
う
な
紙
も
混
じ

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

２
、
３
日
し
て
か
ら
、
女
・

子
ど
も
は
田
舎
へ
疎
開
し
た
ほ

う
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
私
と
父
は
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
い
、
母
は
９
ヵ
月
の
身
重
な

体
で
弟
の
手
を
引
い
て
、
母
の

実
家（
現
在
の
長
崎
市
鳴
海
町
）

ま
で
25
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
程

を
乗
り
物
も
な
く
必
死
に
歩

き
、
爆
心
地
に
近
い
と
こ
ろ
を

通
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
三
菱
造
船
所
の
タ
ン
ク

は
真
っ
赤
な
炎
に
包
ま
れ
な
が

ら
燃
え
続
け
、
川
の
近
く
を
通

り
か
か
っ
た
時
に
は
、
川
に
飛

び
込
ん
だ
と
見
ら
れ
る
人
た
ち

の
、「
水
・
水
・
水
」
と
叫
ぶ

声
が
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
い
ま

だ
に
心
の
奥
底
に
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
悲
惨
な
状
況
は
体
験

し
た
人
に
し
か
分
か
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

当
時
７
歳
だ
っ
た
弟
も
10
月

25
日
に
被
爆
に
よ
り
帰
ら
ぬ
人

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
前
夜
、

「
お
姉
チ
ャ
ン
、
水
が
飲
み
た

い
よ
〜
水
を
頂
戴
よ
〜
」
と
ね

だ
る
の
で
私
は
飲
ま
せ
よ
う
と

し
ま
し
た
が
、
父
母
が
飲
ま
せ

る
と
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
か

ら
、
飲
ま
せ
て
は
駄
目
だ
よ
と

言
っ
た
の
で
、
私
は
心
を
鬼
に

長
崎
の
原
爆
の
日

　

昭
和
20
年
８
月
９
日
11
時
２

分
、
い
ま
思
い
出
し
て
も
忌
ま

わ
し
い
76
年
前
の
「
あ
の
日
」

の
こ
と
で
し
た
。私
は
12
歳（
小

学
６
年
生
の
夏
休
み
）
で
、
原

爆
の
爆
心
地
よ
り
３
・
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
長
崎
市
中
川
町
の

２
階
建
の
長
屋
の
２
階
、
表
通

り
側
の
部
屋
で
昼
寝
を
し
て
い

て
、
母
は
物
干
し
場
で
洗
濯
物

を
干
し
て
い
ま
し
た
。
弟
は
、

空
襲
警
報
が
解
除
に
な
っ
た
た

め
、
上
半
身
は
裸
で
下
は
ズ
ボ

ン
だ
け
の
格
好
で
遊
ん
で
い
ま

し
た
。

　

突
然
、
ピ
カ
ッ
・
ド
ッ
ド
ー

ン
。
何
が
起
き
た
の
か
分
か
ら

ず
、
気
づ
い
た
と
き
は
一
階
の

階
段
の
下
で
、
う
つ
伏
せ
に
な

　

川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術
館

で
、「
第
25
回
岡
本
太
郎
現
代

芸
術
賞
（
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｏ
賞
）」
入

選
者
の
作
品
展
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
賞
は
、太
郎
の
「
時

代
を
創
造
す
る
者
は
誰
か
」
と

の
問
い
か
け
に
挑
み
、
現
代
社

会
に
鋭
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
突
き

素
材
も
表
現
方
法
も
自
由
な
24
作
品
が
一
堂
に
会
す

Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｏ
賞
展
開
催
、
川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術
館
で

核
兵
器
は
廃
絶
す
べ
き

３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー　

川
崎
で
も

っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
上
に
何

か
重
い
も
の
が
。
外
に
出
て
見

る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
飛

び
散
り
２
階
の
裏
の
部
屋
の
屋

根
は
つ
ぶ
れ
て
落
下
し
て
い
ま

し
た
。
裏
の
部
屋
で
私
が
休
ん

で
い
た
ら
、
今
の
私
は
こ
の
世

に
は
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

隣
近
所
の
人
達
と
、
町
内
の

八
幡
様
と
い
う
神
社
の
裏
に
あ

っ
た
防
空
壕
に
一
緒
に
避
難
し

し
て
水
を
あ
げ
ま
せ
ん
で
し

た
。
翌
朝
、
弟
は
冷
た
く
な
り

余
り
に
も
短
い
生
涯
を
閉
じ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
戦
後
76
年
が

過
ぎ
た
今
で
も
弟
が
哀
れ
で
、

可
哀
想
で
、
こ
の
こ
と
だ
け
は

一
生
私
の
心
か
ら
忘
れ
去
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

運
動
場
は
火
葬
場
に

　

両
親
を
早
く
亡
く
し
た
父
の

母
親
代
わ
り
だ
っ
た
叔
母
も
一

緒
の
家
に
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
被
爆
一
週
間
後
に
な
く
な

り
ま
し
た
。
近
所
に
高
齢
の
方

が
２
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
、次
々
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

家
よ
り
１
５
０
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
の
所
に
伊
良
林
小
学
校
が
あ

っ
た
の
で
す
が
、
学
校
の
講
堂

が
病
院
代
わ
り
に
な
り
、
負
傷

は
自
由
で
す
。
入
選
し
た
24
作

品
の
表
現
方
法
は
彫
刻
、絵
画
、

映
像
、
写
真
、
刺
繍
な
ど
と
多

様
で
、
展
示
空
間
自
体
が
作
品

の
よ
う
で
す
。
作
品
と
は
ガ
ラ

ス
越
し
な
ど
で
は
な
く
じ
か
に

向
き
あ
う
こ
と
が
で
き
、
空
間

全
体
を
と
ら
え
た
り
、
細
密
な

部
分
に
目
線
を
あ
わ
せ
る
な

ど
、
思
う
が
ま
ま
に
作
品
を
体

感
で
き
ま
す
。

　

来
場
者
に
配
布
さ
れ
る
冊
子

に
は
、
作
家
の
意
図
や
審
査
評

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
興

味
を
い
っ
そ
う
刺
激
し
ま
す
。

ま
た
、
作
家
と
来
場
者
と
の
対

話
が
起
こ
る
こ
と
を
期
待
し
、

写
真
撮
影
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
画

像
（
動
画
撮
影
は
禁
止
）
発
信

は
自
由
で
、
気
に
入
っ
た
作
品

の
シ
ー
ル
投
票
や
、
作
家
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
感
想
を
共
有
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

太
郎
の
根
底
に
あ
る
「
芸
術

は
大
衆
の
も
の
」
と
い
う
思
想

を
踏
ま
え
、
作
品
と
の
近
さ
に

こ
だ
わ
っ
た
同
展
は
５
月
15
日

ま
で
。

　

毎
年
３
月
１
日
に
静
岡
県
焼

津
市
で
「
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
１
９
５
４

年
３
月
１
日
米
国
が
太
平
洋
ビ

キ
ニ
環
礁
で
お
こ
な
っ
た
水
爆

実
験
に
よ
り
、
日
本
の
遠
洋
マ

グ
ロ
漁
船
第
五
福
龍
丸
が
被
ば

く
、
半
年
後
に
乗
組
員
の
ひ
と

り
、
久
保
山
愛
吉
さ
ん
が
な
く

な
る
事
件
（
ビ
キ
ニ
事
件
）
を

き
っ
か
け
に
し
て
、
毎
年
３
月

１
日
に
核
兵
器
の
禁
止
・
廃
絶

を
訴
え
る
集
会
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
世
界
的
な
流
行
の
た
め

２
０
２
０
年
は
中
止
、
２
０
２

１
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

で
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
も
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
集
会

は
２
月
28
日
か
ら
３
月
１
日
の

長崎の原爆で瓦礫となったまちを移動
する生存者（出典：米国立公文書館）

久地診療所会場：webで海外とも交流

つ
け
る
作
家
の
顕
彰
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、

同
館
で
は
「
21
世
紀
に

お
け
る
芸
術
の
新
し
い

可
能
性
を
探
る
、『
ベ

ラ
ボ
ー
な
』（
太
郎
が

よ
く
使
っ
た
言
葉
で

す
）
作
品
を
ご
覧
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

応
募
作
品
の
条
件

は
、
５
メ
ー
ト
ル
四
方

に
収
ま
る
こ
と
だ
け

で
、
素
材
や
表
現
方
法

者
が
次
々
と
運
び
込
ま
れ
、
す

ぐ
に
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
学

校
の
運
動
場
は
急
場
の
火
葬
場

に
早
変
わ
り
し
て
、
一
日
中
煙

が
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

身
重
の
母
は
９
月
25
日
に
私

の
妹
、景
子
を
産
み
ま
し
た
が
、

産
後
の
肥
立
ち
が
悪
く
原
爆
特

有
の
高
熱
、
下
痢
に
見
舞
わ
れ

て
、
母
乳
も
出
ず
、
妹
に
飲
ま

せ
る
ミ
ル
ク
を
求
め
て
朝
５
時

前
に
、
約
１
時
間
近
く
か
け
て

牧
場
ま
で
牛
乳
を
買
い
に
行
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

現
在
妹
は
76
歳
に
な
り
ま
し

た
が
、
生
ま
れ
つ
き
心
臓
が
悪

く
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
入
っ
て

い
る
状
態
で
す
。
父
も
身
体
を

悪
く
し
て
、
肺
ガ
ン
で
入
退
院

を
繰
り
返
し
、
70
歳
で
他
界
し

ま
し
た
。
母
は
86
歳
で
亡
く
な

り
ま
し
た
が
、
毎
日
の
よ
う

に
病
院
通
い
で
し
た
。

　

私
も
48
歳
の
時
に
上
愕
部

骨
の
癌
を
患
い
苦
し
い
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
。
今
で
も

健
康
に
は
自
信
が
あ
り
ま
せ

ん
。
主
治
医
に
い
ろ
い
ろ
聞

い
て
み
て
も
原
因
は
分
か
ら

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

お
陰
様
で
救
わ
れ
た
命
、

あ
の
忌
ま
わ
し
い
原
爆
投
下

の
日
か
ら
77
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
い
ま
こ
こ
で
被
爆

の
恐
ろ
し
さ
を
、
後
世
に
伝

え
て
行
か
な
け
れ
ば
、
と
い

う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

二
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な

戦
争
は
起
こ
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
核
を
持
た
な
い
、
戦

争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
望

ん
で
止
み
ま
せ
ん
。

　川崎市多摩区枡形７－１－５生田緑地内。小田急線
向ヶ丘遊園駅下車、徒歩 17 分。開館は午前９時半～
午後５時（入館は同４時半まで）。休館日は月曜（５月
２日を除く）、５月10日、５月11日。入館料は一般 700
円、高校・大学生・65 歳以上 500 円、
中学生以下は無料。バス路線等、詳細は
電話やホームページで。
電話 044-900-9898。
HP https://www.taromuseum.jp/

川崎市岡本太郎美術館

第 25 回岡本太郎現代芸術賞　岡本敏子賞　三塚新司《Slapstick》
　（画像提供：川崎市岡本太郎美術館）

２
日
間
に
か
け
て
開

催
さ
れ
、
川
崎
医
療

生
協
で
は
２
ヵ
所
に

会
場
を
設
け
て
延
べ

27
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

集
会
で
は
海
外
と

の
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
草
の
根
運
動
の
報

告
、
パ
ネ
ル
討
論
や

文
化
企
画
な
ど
が
行

わ
れ
、
参
加
者
か
ら

は
「
日
本
政
府
は
核

兵
器
禁
止
条
約
に
批

准
す
る
べ
き
で
す
」「
核
兵
器

で
今
も
な
お
苦
し
ん
で
い
る
被

爆
者
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
核

兵
器
は
廃
絶
す
る
べ
き
だ
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感

想
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
和
委
員
会
事
務
局　荒金

崇
二

無
料
低
額

診
療
事
業
の

お
知
ら
せ　

　

無
料
低
額
診
療
事
業

と
は
医
療
が
必
要
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
、
医

療
費
の
支
払
い
が
困
難

な
人
に
対
し
、
医
療
費
の

減
額
や
免
除
を
行
う
制

度
で
す
。

　

川
崎
医
療
生
協
の
病

院
、
診
療
所
で
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

※
利
用
に
は
所
定
の
申

請
書
に
よ
る
手
続
き
が

必
要
で
す
が
、
ま
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

☎
０
４
４-

２
６
６-

７
５
３
２

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部


